
教務関係について
2021年度（オンライン）父母懇談会

学生支援本部 教務課

2021年8月2日収録

※本内容の一部（期間を定める内容）は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による

社会状況の変化により対応等が変更となる場合があることを予めご了承願います。

成績（成績表の見方）に関する説明



成績表の配付
【学生の皆様へ】

前期末成績表

９月上旬にKAITWalker（ポータルサイト）にて学生自身により確認。

9月16日もしくは17日開催（学年・学科により一部異なる）予定の

オリエンテーションで教員から指導やアドバイスを受ける

【ご父母の皆様へ】

学業成績表（原簿）

① ２０２１年９月１０日に父母（保証人）の皆様に郵送（発送予定）

② ２０２２年３月中旬に父母（保証人）の皆様に郵送 （発送予定）

ご父母（保証人） → 学生へ

(渡す時には、学業状況等を把握していただき、

是非ご父母・保証人様からも応援を、お願いします。)

【注意】「学業成績表（原簿） 」は、公的機関に提出する

証明書として転用いただくことは出来ません。



成績表の確認にあたって
【ご父母の皆様へ】

学業成績表（原簿）

２０２１年９月１０日に父母（保証人）の皆様に郵送（発送予定）

【目次】本動画では、「成績表の見方」をご案内しますが、

その前に、授業や単位・成績評価などをご理解いただくために、次の内容をご案内します。

① 授業科目の区分
② 単位制度
③ CAP制度
④ 必要修得単位数
⑤ 累積修得単位の平均値
⑥ 留年等の割合
⑦ 成績評価の基準
⑧ 成績評価と出欠席の関係
⑨ GPA制度
⑩ GPAの平均値



①授業科目の区分

必修科目 卒業に不可欠な科目

選択科目

（選択必修科目を含む）
科目群の中から選択して履修する科目

自由科目 他大学、他学科、他コース等の科目

前期科目 前期（4月初旬～8月上旬）

後期科目 後期（9月中旬～2月初旬）

通年科目 前期 ＋ 後期

必選区分

開講期区分



②単位制度（学修の量）

１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする（中略）
授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、
次の基準により単位数を計算するものとする。

○ 講義及び演習については、
１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。
○ 実験、実習及び実技については、
３０時間から４５時間の授業をもって１単位とする。

・授業１５時間の場合⇒３０時間の自己学修が必要
（事前（15時間）事後（15時間）学修が必要）

・授業３０時間の場合⇒１５時間の自己（事後）学修が必要



③ＣＡＰ制度（単位の実質化）

• 履修単位数の上限を設定する制度

事前事後学修に必要な時間を十分に確保するため

• 上限履修単位数

年間４８単位、半期２６単位

（看護学科のみ年間４２単位、半期２３単位）

※一部にＣＡＰ制に適用されない科目 単位認定科目、集中講座など



④必要修得単位数

• ４年次留年（「卒業研究」未着手）
１０４単位未満（看護学科８７単位未満）

（「卒業研究」着手要件は単位数のほかに、学科ごとに指定科目の修得を条件としている）

• 卒業に必要な単位数
１２４単位以上(臨床工学科のみ１３６単位以上)

（学科ごとに科目区分の修得単位が卒業要件として定められている）



⑤累積修得単位の平均値

2020年度前期累積 （ 2020年度末累積）

（2020年9月現在） （2021年3月現在）

１年次 20 単位 （１年修了時： 40単位）

２年次 59 単位 （２年修了時： 80単位）

３年次 97 単位 （３年修了時：112単位）

４年次 120 単位 （４年修了時：128単位）

★前期までの修得単位には通年科目が含まれていません 。

★本平均は、取得すべき単位数の目安としてお考えください。



⑥留年等の割合

１．卒業研究未着者（４年次留年者）

４年次で104単位未満など：約12％（2018年度入学者）

２．ストレート卒業率

2017年度入学割合：約77.1％

３．退学，除籍の割合 ：約3.6％

※2020年度の退学理由：学業不振 42％
進路変更 31％
経済・健康 22％
その他 5％



⑦成績評価の基準

Ｓ 秀 ９０点以上

合格

Ａ 優 ８０点台

Ｂ 良 ７０点台

Ｃ 可 ６０点台

Ｎ 認定

Ｅ

不可

５９点以下

不合格Ｘ
試験放棄、その他評価不可能、

授業を1/3以上欠席している

Ｄ ５９点以下、受講免除



⑧成績評価と出欠席の関係

授業の出席は、３分の２以上が必要

授業の出席が３分の２以上に達していないと

修了認定（単位）を受ける資格が与えられない

不合格（評価X）



⑨ＧＰＡ制度
（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇｅ）

• 単位数は成績の学修量を、GPAは成績の質を表わす。

• ＧＰＡの算式（不合格科目が多いとGPAは下がります）

合格科目の単位数にＳ＝４，Ａ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１ ，

Ｅ・Ｘ・D＝０の加重点をかけ総履修単位数で割った数値

• ＧＰＡの活用

学科別・年次別各種成績表彰、

大学院進学における推薦候補者の選定



⑩ＧＰＡの平均値

• １年次前期 ２．43 （ １年修了時 ２．26 ）
• ２年次前期 ２．25 （ ２年修了時 ２．21 ）
• ３年次前期 ２．13 （ ３年修了時 ２．17 ）
• ４年次前期 ２．26 （ ４年修了時 ２．30 ）

ＧＰＡ ＧＰＡ

2020年度前期 ( 2020年度末 )

2021年3月現在



評価【合格】S/A/B/C/N 【不合格】Ｅ/X/Ｄ

年度/学期欄が【2021 前】が 今学期の成績となります

評価欄が「○」は2021年度後期履修科目または成績判定中

必→必修科目は必ず合格(修得）する必要のある科目です。

不合格の場合は次年度以降の履修に支障がでることがあ
ります。（時間割が重複するなど）

集計欄の見方は次ページを
ご覧ください

ア イ ウ エ オ

カ
キ

ア：卒業する為に必要な単位数
イ：修得（合格）済単位数
ウ：卒業する為に不足している単位数
エ：卒業研究に着手する為に不足している単位数
オ：履修中の単位数
カ：卒業研究に着手する為に不足している科目数
キ：成績を数値化したもの
 学期末→2021前期GPA 累計→今学期までの累計GPA



人文社会系の卒業要件単位数には a群/b群/c群の指定があります。履修要綱で（所属
学科/コース別）確認してください。
この集計欄では 卒業要件単位数「10単位」に対して１年生で「６単位」２年生で「４単
位」合計【10単位】修得していますが、卒業不足「4単位」となっているのは指定された群
からの修得が不足しているからです。

例）卒業要件

倫理人社自由 【倫理系】又は【人文社会系】の単位を卒業要件以上に修得すると充足できる

倫理人社自由の修得単位はありませんが、
人文社会系のa群が卒業要件（４単位）を超
えて修得した単位で充足しているため、不足
がありません。

人文社会系

★

専門教育選択
★印の「専門導入選択」「専門基礎選択」「専門選択」の3区分の選択科目を
 合わせて卒業要件単位数（41単位）修得する必要があります

1年次終了時：40/ 43/ 38単位以上
2年次終了時：80/ 87/ 75単位以上
3年次終了時：116/126/99単位以上
4年次終了時：124/136/124単位以上

３年生終了時までに（0）にし
ないと卒業研究に着手できま
せん＝卒研未着＝留年

★

★

【着手者：指導教員】 【1～3年生：クラス担任】看護学科は1～４年生のクラス担任

24

例）卒業要件/専門教育選択 41単位
 専門導入選択６単位修得 専門基礎選択８単位修得 専門選択10単位修得 計24単位修得
 【専門教育選択 要）41単位】－【専門教育選択修得 24単位】＝卒業不足17単位

標準的な
修得単位数

注1 【卒業不足】卒業する為に不足している単位数

注2 【卒研不足】卒業研究に着手する為に不足している単位数

注1 注2

卒業要件の区分ごとの必要な単位数は
学科/ｺｰｽでそれぞれ設定が違います

A･U以外/Ａ科 / Ｕ科 Ａ科 臨床工学科

Ｕ科 看護学科



ご清聴ありがとうございました。

ご不明な点は、教務課まで

メールにてお問い合わせください。

Ｍａｉｌ：kyoumu@kait.jp

mailto:kyoumu@kait.jp

